
第 14回高校生 FDC作品制作について 

 

「１」 作品スタイル 

（１） アレンジメント、生け花、ブーケスタイルなど自由です。 

（２） 運営が用意する花材リストの花材を一定以上取り入れた作品制作となります。 

 

「２」 作品の仕様について 

（１）給水スポンジまたは剣山等で生花が保水出来ていれば作風は問いません。 

（２）作品の大きさは評価に影響しません。（持ち帰ることを考慮してください。） 

 

「３」 作品制作ルール 

（１） 制作時間は 45分間、会場で制作。 

（２） 花器は、出場者が用意してください。 

（３） 花材リストから選んだ花材が、作品表面積（器、装飾品を除く）に対して５０％以

上の構成にしてください。（リスト外の花資材が過多な場合は減点対象。） 

（４） 制作に必要な花資材はポイント換算して上限 6,000ポイント以内とします。 

（「４」「５」「６」参照） 

（５） 花材リストに無い花・資材を使う場合は、各自で用意して持参してください。 

（６） ハサミ、カッターが無い人は、会場で貸し出します。 

 

「４」 花材リストとは 

（１） 運営が用意している花材リストです。（「花材リストについて補足」参照） 

（２） 花ごとに必要なポイントがあります。 

（３） コンテスト用は、「花材リスト」の花を全員発注します。（練習用は希望者のみ） 

（４） 提供花材の長さは 40～70㎝（練習用 30～60㎝）になります。 

 

5 花材ポイントについて 

（１） 使用する「花材リスト」の花材、購入した花資材、器の全てをポイント換算します。 

（２） 自費購入の花・資材は、税込購入額を 1円＝１ポイントで計上してください。 

（３） 練習用、コンテスト用、それぞれ 6,000ポイントまでとなります。 

（４） 練習用の残りポイントはコンテストに持ち越せません。 

（５） ポイントを上限まで使用する必要はありません。 

 

６ ポイント対象にならないもの 

（１） 自宅、学校で栽培されているもの、その他許可を得て採取した花資材。 

（２） 1アイテムの購入額が 100円未満のもの。 

（例）2枚入り 110円で購入したカラーペーパー1枚だけの使用なら計上不要 

（３） 学校または個人所有、自作した器やアイテム。 

＊セットとして販売されているものはポイントの対象となります。 



7 リスト以外の花資材、飾りなどの使用制限、購入分の助成について 

（１） 持ち込み花材、造花、プリザーブドフラワーは、作品表面積の 50％未満で使用可能

です。 

（２） リボンや小物の使用は、作品表面積の制限に含みませんが、審査員が過多と判断し

た場合は減点対象となります。 

（３） 自己購入した花資材は、練習用・コンテスト用合わせて 1人 2,000 円まで助成しま

すので、コンテスト当日に購入内容が分かるレシート等お持ちください。 

 

8 コンテスト開始前の準備、事前に行って良い内容 

（１） 吸水スポンジを給水させて花器にセット固定。 

（２） 吸水スポンジの面取り。 

（３） 「ワイヤリング」「ため」「リボン」等、時間のかかる準備。 

（４） ただし（３）の作業を制作間に行うと加点対象になります。 

（５） テーマカードの記入。 

 

9 制作間について 

（１） デッサン画、画像を見て制作できます。（自作したものに限る） 

（２） 制作中に見ることが出来るデッサン画、画像は、3枚まで。 

（３） 制作開始～審査終了までは、同行者等の支援・アドバイスは減点対象です。 

（４） 制作中に花材交換が必要な場合は、近くの審査員またはスタッフに申し出てから 

トレード場へ移動して交換してください。 

（５） その他、運営本部からの指示に従ってください。 

 

10 花材トレード（交換）について 

受け取ったリスト花材、購入花を予備花材と交換することができます。 

（１） 交換は、花材を受け取ってから作品完成までなら何度でも可能です。 

（２） リスト表と交換を希望する花を持って、スタッフ立会のもと交換してください。 

（３） 交換は、欲しい花のポイントが返却する花のポイントと同じか低い場合に可能と

なります。 

OK例 

・200㌽バラ 1本 → 他の 200㌽バラ 1本と交換 

・300㌽バラ 1本 → レザーファン１枚(150P)＋スイトピー1本(150P)交換 

・購入花 550円→550ポイント以内の花材 

NG例 

・200㌽バラ 1本 → 300㌽バラ 1本…欲しい花のポイントの方が高いので NG 

 

 

 

 



花材リストについて補足 

 

１ 花材リストとは 

(1) 趣旨にある、花文化普及の一環として千葉の花を主体に提供する花材のリストです。 

(2) 本コンテストの特徴の一つとして、リストの花材を使用することになっています。 

(3) リストの花資材は無償提供します。 

 

２ 第 14 回大会の花材リストについて 

(1) 現在、花の生育状況等を確認しながらリスト作成中です。 

(2) 予定花材（ST は 1 輪もの、SP はスプレータイプ。） 

・ST バラ 5~7 種・ST カーネーション 7~8 種・SP カーネーション 4~5 種・かすみ草 

・ガーベラ 4~5 種・スイトピー2~3 種・ストックまたはキンギョソウ・カトレアなど 

・葉物（ユーカリ、ドラセナ、ルスカス、レザーファンなど） 

・枝物（コニファー類、ヤナギ類、サンゴミズキなど） 

 

３ ポイントの一例 

  ポイントがあり、購入花資材と合わせて 6,000 ポイント以内で構成してもらいます。 

 

記入名 色 サイズ 参考画像 ポイント 

アマダ     赤 巨大輪 

 

300 

  1 本あたりのポイントになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 14回高校生フラワーデザインコンテスト審査、表彰について 

 

１ 審査員の構成 

「プロ審査員」6名 

 千葉県茶華道協会、DFAフローリスト資格認定協会、花店オーナー、小原流師範 

「一般審査員」数名 

コンテストの趣旨を理解して公平に評価できると運営委員会が判断した人物。 

 

２ 「プロ審査員」の評価基準 

１作品 20点満点（0.5点単位）で、制作から審査開始。 

（１） プロ視点で、花の取り扱い方から制作技術全般 

（２） 作品の完成度、表現力、独創性などをヒアリングで最終評価 

（配点の目安） 

制作技術５０％、表現力・独創性４０％、その他（姿勢等）１０％ 

 

３ 「一般審査員」の評価基準 

  1作品 10点満点（0.5点単位）対面審査から審査開始 

プレゼン内容、作品全般で評価 

 

４ 審査要領 

 制作時間が終了後、出場者ごと全審査員による対面審査 

 審査員に対して、テーマや作品のプレゼン(1分以内)を行い、質問に答える。 

 

５ 順位決定方法について 

① 全審査員の合計点数の高い作品・出場者を上位とする。 

② 同点の場合、プロ審査員の合計点数が高い方を上位とする。 

③ ②も同点の場合は、プロ審査員による作品のみの再審査を行う。 

 

5 交付賞、表彰について 

  出場者（当日欠場含む）の審査得点上位 25％以内を当日会場にて表彰する。 

  最優秀賞交付者  公益社団法人 千葉県園芸協会長（会長 熊谷俊人） 

このほか優秀賞等を関係団体が賞交付 

 


